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力圧力

いことにより面に加わる圧力は等しとすれば、ピストン表

る力をとし、ピストンに加わ各ピストンの面積を

ことができるの比率で力を増幅する)/( 12 AA

全ての方向に伝わる。

の圧力が、その圧力と同じ大きさ

加えると、の流体の一部に圧力を

容器内パスカルの原理：密閉
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しいのでける流体の移動量は等

におとすれば、両シリンダ

距離を各ピストンの移動した

同じである。は長くなるので仕事は力は得をしても、距離

小ピストンの仕事

大ピストンの仕事

なので、距離力仕事
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オートバイブレーキ
の小径シリンダ

ディスクブレーキ
の大径シリンダ

パスカルの定理の応用
オートバイのブレーキ
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しいことを求めよ。トンの仕事を求め、等

とする。また、両ピス面積を

ピストン②のトン①の面積を

、ピスを求めなさい。ただし動距離

と移るべき力に、ピストン①に加え

持ち上げるための物体を

トン②の上に水圧機において、ピス
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〔解〕　圧力

は同じである。と②のピストンの仕事ゆえに、①のピストン

②のピストンの仕事

①のピストンの仕事
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〔練習問題 4〕
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〔練習問題 5〕

とする。

、屋根の総質量は直径

球場の床のすればよいか。ドーム

に比べていくら高くには、大気圧

けで支えるの屋根を屋内の圧力だ

ーム球場図のような半球形のド
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重量質量

を支えればよいので

この力が屋根の重量力による力に等しい。力は、床に作用する圧

圧力による屋根の内側に作用するパスカルの原理から、〔解〕　
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マクデブルグの半球（1654.5.8)
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を代入するとに大気圧上式の圧力

圧力

ので、していると考えられる

に大気圧が作用と仮定すると投影面積半球形の直径を



になるか。

くらならば発生する力はいの直径がいくらか。また主ラム

圧力は作用させると発生するの圧力水をピストンに

である場合直径がそれにつながるラムの

て、ピストン直径が図に示す水圧機におい］［例題
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ラムの面積
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〔解〕　
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2.2 圧力の測定 (p22)

)( ghp 高さの積でつり合う

重力の加速度と圧力は、液柱の密度と

の圧力は等しい同じ高さ

いて、同じ流体でつながって

BA,
圧計）液柱計という（水銀血

たものをに比例するのを利用し

の高さ測定箇所の圧力が液柱

（ゲージ圧）

大気圧

（絶対圧）
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マノメータ）液柱計()1(

分かるれば、容器内の圧力が

高さを測ストローの中の液体のストロー
に相当
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）ピエゾメータ（低圧用)(a

は液柱の高さである。は大気圧で、ここで、

で（パスカルの原理）のはたらく圧力は等しい

点に点ととすると、液体の密度を
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pp
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 となり、気圧をゲージ圧で表すと大 00
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用）字管マノメータ（高圧U)(b
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らか。の場合、絶対圧はいく

か。また、標準大気圧点のゲージ圧はいくらこの管内の中心

を示した。ところ管内の水圧を測定した

銀を用いて字管マノメータに、水図のような］［例題
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代入すれば水銀の密度
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に〔解〕
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字管型逆U

字管型U
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を測定するの代わりに拡大指示高さ

ができる指示を拡大させること

とによって液柱管を傾斜させるこ

傾斜微圧計
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BA しいので点にはたらく圧力は等点と水平面

の高圧まで真空～約測定範囲

れている。種の高圧容器に用いら

ンベなど各工業用として溶接のボ

ブルドン管圧力計
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